
理科(１年)   年間指導・評価計画

　　　　　　○理科を学ぶことの意義や有用性を実感する機会をもたせ，実社会・実生活との関連を重視する内容を充実する。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現
33.3% 33.3%

4.5月 【生命】 12
花のつくりとはたら

き

身近な植物や動物に興味を
持ち、意欲的に調べようと
する。

観察から得られた事柄か
ら、環境と生物の関係を推
論することができる。

ルーペを正しく使って観察
できる。正しくスケッチを
することができる。

被子植物と裸子植物の花の
つくりの違いと共通点を説
明することができる。

5.6月 【生命】 7
根や茎のつくりとは

たらき

根の様子が植物によって違
うことに興味を持ち、身近
な植物について調べようと
する。

根が枝分かれし、さらに根
毛が無数にあることの利点
を指摘することができる。

根や茎の切片を作り、それ
らのつくりを観察すること
ができる。

根の様子が植物によって異
なることを、例をあげて説
明することができる。

6.7月 【生命】 8
葉のつくりとはたら

き

葉脈の違いなどに興味を持
ち、その特徴について考え
を発表しようとする。

葉の断面の観察から、葉の
つくりの規則性を見いだす
ことができる。

葉の表皮や断面のプレパ
ラートを作り、顕微鏡で観
察することができる。

葉の断面や表皮のつくりに
ついて説明することができ
る。

7月 【生命】 6 植物の分類

いろいろな植物のなかま分
けを意欲的に行おうとす
る。

いろいろな被子植物の体の
特徴を調べ、単子葉類か双
子葉類かを表にまとめるこ
とができる。

シダ植物の葉についている
胞子嚢を見つけ、ルーペや
顕微鏡を使って観察でき
る。

単子葉類・双子葉類につい
て根・維管束の配列・葉
脈・花弁の数の特徴から説
明することができる。

・授業観察
・ノート、ワーク等提出物
・定期考査

・授業観察
・言語活動(記述内容含む)
・定期考査

・授業観察
・実験操作観察
・定期考査

・授業観察
・小テスト
・定期考査

9月
【物質】

8
いろいろな物質とそ

の性質

物質の体積と質量の関係に
興味を示し、いろいろな物
質について調べようとす
る。

実験結果から、調べた物質
がなんであるか類推するこ
とができる。

白い粉末状の物質を調べる
実験を、正しく安全に行う
ことができる。

物体と物質の違いについて
理解し，有機物と無機物，
金属　と非金属の違いにつ
いて知識を身につけてい
る。

9.10月
【物質】

6
いろいろな気体とそ

の性質

未知の気体を調べることに
興味を持ち、調べようとす
る。

異なる方法で発生させた気
体の性質が、同じ性質か異
なる性質かを判断できる。

酸素や二酸化炭素の発生や
捕集の実験を正しく安全に
行うことができる

酸素、二酸化炭素、アンモ
ニア、水素、窒素などの性
質や捕集方法、発生方法に
ついて理解している。

10月
【物質】

6 水溶液の性質

身の回りにある水溶液につ
いて興味を持ち、物質が水
にとける様子について考え
ようとする。

水に物質がとけている様子
を粒子のモデルで考えるこ
とができる。

水溶液からとけている物質
を取り出す実験を、正しく
安全に行うことができる。

飽和水溶液、溶解度、再結
晶の意味について理解して
いる。

10.11月
【物質】

8
物質の状態とその変

化

身のまわりの物質の状態変
化に興味を持ち、調べよう
とする。

エタノールを加熱した時の
温度変化をグラフで表し、
関係を見いだすことができ
る。

蒸留装置を正しく組み立
て、安全に実験を行うこと
ができる。

状態変化の特徴，純物質，
混合物の特徴を理解してい
る。

11.12月 【エネルギー】 8 光による現象

光の的当てゲームなどに進
んで取り組み、光が鏡で反
射する時の　規則性を意欲
的に調べようとする。

実験の結果をもとに、入射
角と反射角の関係を科学的
に考察することができる。

光源装置、鏡、分度器を
使って、入射角を変えた時
の反射角を測定できる。

目に入ってくる光の先に物
体があるように感じること
と物体で反 射した光の進
み方を関連づけて、物が見
えるしくみを理解し、知識
を身につけている。

教科の目標　○探究心をもって，自然に親しみ，目的意識をもった観察・実験を行い，科学的に調べる能力や態度を育てる。
　　　　　　○科学的な認識の定着を図り，科学的な見方や考え方を養う。

１学期　評価方法・評価場面
A　８０％以上
B　５０％以上

観点別評価規準と評価方法（％数値は５段階評定への配分割合）
学習内容月 領域（系統）

時
数 知識・技能

33.3%



12月 【エネルギー】 5 音による現象

共鳴音さや空気をぬいてい
くと音が聞こえなくなる現
象に興味を持ち、進んで調
べようとする。

実験の結果から、音の大小
と振幅、音の高低と振動数
が関係していることを考察
することができる。

振動のしかたと音の関係を
調べる実験を行い、音の大
小や高低と振動のしかたと
がどのような関係にあるの
かを調べることができる。

音は波としてすべての方向
に伝わり、空気中ではおよ
そ340m/ｓの速さで伝わる
ことを理解し、知識を身に
つけている。

12.1月 【エネルギー】 12 力による現象

バネを使って物体に働く重
力の大きさをどのようにし
て測定したらよいのか、疑
問を抱き進んで調べようと
する。

実験結果を誤差をふまえな
がら正しくグラフに表し、
バネの伸びは力の大きさに
比例することを見いだすこ
とができる。

力の大きさとバネの伸びと
の関係を調べる実験を行
い、結果を表にまとめるこ
とができる。

力には、弾性の力、重力、
抗力、磁石の力、摩擦力と
いったいろいろな種類の力
があることを理解し、知識
を身につけている。

・授業観察
・ノート、ワーク等提出物
・定期考査

・授業観察
・言語活動(記述内容含む)
・定期考査

・授業観察
・実験操作観察
・定期考査

・授業観察
・小テスト
・定期考査

1.2月 【地球】 6 火をふく大地

火山噴出物に関心を持ち、
積極的に調べようとする。

マグマの性質と火山の形・
噴火の様子・噴出物との関
係を推測することができ
る。

火山岩の組織や鉱物を観察
し、その特徴をスケッチで
示すことができる。

火山岩と深成岩の組織の違
いを、その成因などと関連
づけて理解している。

2.3月 【環境】 5 動き続ける大地

地震のゆれに対して関心を
持ち、震源や震央について
調べようとする。

グラフや作図から、初期微
動継続時間は震源から離れ
るほど長くなることを見い
だすことができる。

地震計の記録から、等発震
時曲線を書くことができ
る。

日本付近の震央・震源の分
布の特徴を、太平洋側のプ
レートの沈　み込みと関連
づけて理解している。

3月 【環境】 8
地層から読み取る大

地の変化

化石の写真や標本に関心を
持ち、意欲的に学習に取り
組もうとする。

地層に含まれる化石から、
地層が堆積した時代や当時
の環境を推論できる。

堆積岩を適切に観察し、そ
の特徴を記録することがで
きる。

地層の広がり方を、粒の大
きさの違いに注目し、時間
的、空間的に理解できる。

・授業観察
・ノート、ワーク等提出物
・定期考査

・授業観察
・言語活動(記述内容含む)
・定期考査

・授業観察
・実験操作観察
・定期考査

・授業観察
・ワークシート等提出物
・定期考査

３学期　評価方法・評価場面
A　８０％以上
B　５０％以上

２学期　評価方法・評価場面
A　８０％以上
B　５０％以上


